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遠州横須賀の旧城下も行政区画の拡大から、今では大須賀（おおすか）①と地区の名を改

めたが、江戸幕府や江戸時代の昔を語るのには、横須賀（よこすか）と称
とな

えないとふさわし

くない。本文中に書く地名はすべて旧来の侭
まま

を用いる。古い文書の中には横砂ともあり、横

寸賀や横須加と書かれたものもあるが、城の築かれる前の横須賀は、三社
さんじゃ

市場
い ち ば

という馬継ぎ

の宿場町であったと伝えられるが、それも永く続いた応仁の乱世（応仁元年〈１４６７年〉

～文明９年〈１４７７年〉の約１１年）に荒廃して、わずかに面影をとどめているに過ぎな

い寒村（貧村）だったであろうと想像する。 

    註記① 「大須賀
お お す か

」・・・大須賀村（明治２２年誕生）、大須賀町（昭和３１年誕生） 

 

 由来として、横須賀城は徳川家康が高天神
たかてんじん

城を攻略・奪還する目的に備えるために築いた

目付け城（偵察目的の城）だから、発端として高天神の戦いのことを前書きとする。 

復元された本丸櫓門跡と玉石垣 往時の面影を残す三日月池（堀） 

復元された土塁と天守櫓礎石 復元された本丸下の玉石垣 



 天正２年(1574)、小笠原
お が さ わ ら

与
よ

八郎
はちろう

(長忠
ながただ

、氏
うじ

助
すけ

)を城主とする高天神城を甲斐(山梨県)の武田

氏に攻略された浜松の徳川
とくがわ

家康
いえやす

は、遠江浅羽ノ庄
あ さ ば の し ょ う

（袋井市浅名）の馬伏
ま む し

塚
づか

の砦
とりで

に拠
よ

り、

虎視眈々
こ し た ん た ん

として奪還
だっかん

の機を狙
ねら

っていた。天正４年(157６)３月、高天神城へ兵糧を入れるた

め武田勝頼
たけだかつより

が軍を動かし横須賀附近で家康と対陣したが、勝頼は重臣の高坂
こうさか

弾正昌信
だんじょうまさのぶ

(虎
とら

綱
つな

、

武田四天王の一人)の諫
いさ

めをうけて、穏やかに軍を甲府へ返したので、戦いを交えるに至ら

なかった。次いで天正６年(157８)１１月、勝頼は二万の兵を率いて横須賀に迫り、家康も

八千騎を従えて三社山
さんじゃやま

に陣を張り、風雲を孕
はら

んだが、この時も決戦には至らなかった。更に

天正７年(１５７９)３月、勝頼は再び高天神城に出張
で ば

り、その手兵が屡々
しばしば

出没
しゅつぼつ

したが、交戦

はなかった。このような状況に終始したから、横須賀近辺に戦跡
いくさあと

として伝わる場所はないが、

家康が本陣を布
し

いた三社山
さんじゃやま

陣営
じんえい

跡は、現在の三
み

熊野
く ま の

神社
じんじゃ

の背後山の 頂
いただき

に遺
のこ

っている（正式

な場所不詳）が、ここに登れば浅羽庄
あさばのしょう

一帯から遥
はる

か菊川
きくかわ

尻
じり

へかけての平野を俯瞰
ふ か ん

することが

できる。この陣中で、家康が点
てん

茶
ちゃ

の水を汲ませたと伝えられる「鶴ヶ池
つ る が いけ

」の所在は探ること

が出来ない。 

 これより先、天正３年(1575)、長篠(愛知県新城市)の合戦の時、武田勢に対して織田・徳

川の連合軍が初めて用いた鉄砲の威力は武田勢に致命的損害を与えたが、高天神の役（城攻

略戦）の時にも、徳川方は盛んに鉄砲を用いたらしく、この時以来、沖之須
お き の す

（横須賀城下の

東南方）には鉄砲山
てっぽうやま

（俗称…てっぽう、沖之須東方）の地名を残し、高天神山麓に近いとこ

ろには、この時の鉄砲を今に保存する民家があるといわれている。(現存は未確認) 

 さて、高天神城への攻撃のため、横須賀築城を企図した家康は、天正４年(1576)、その臣

（馬伏
ま む し

塚
づか

城主）大須賀
お お す か

康
やす

高
たか

(４９歳)に城地検分の事を命じた。康高は最初三社山
さんじゃやま

を城地に撰
えら

んだが、ここは文武
も ん む

天皇
てんのう

勅願
ちょくがん

の宮地
み や ち

であることを聞き、これを冒
おか

すのを畏
おそ

れ多しとして、西

方の松尾山
ま つ お ざ ん

を取り立てることに決し、浅羽にある馬伏塚の砦を移して、天正６年(1578)３月、



築城の工を起こした。② 城普請は天正８年(1580)に至って大方出来、その年の８月、家康

の高天神城攻撃が開始された。 

註記②・・恐らく、三社山（権現山）への大規模で本格的な築城は断念したが、見張

りの砦「横須賀
よ こ す か

砦
とりで

」（本陣）などは、高天神廃城頃までは実在し、偵察目的に活用して

いたと考えられる。他に城地候補として、石津八幡山へ掻き上げ砦を、城北・小谷田

撰
せん

要寺
よ う じ

の裏山（貴船山
き ふ ね や ま

）などもあったといわれるが、家康の見立てで松尾山に決した。 

かつて三河長篠に、織田・徳川の勢と戦いを交えて惨敗を喫して以来の武田氏の威信
い し ん

は地

に堕
お

ち、人心は次第に勝頼を離れ始めた。家康は高天神城周辺に六か所の砦を設けて、遠巻

きにこれを攻めたので、武田氏が遠江国における唯一の拠点と頼む高天神城の支えも崩れは

じめたが、勝頼は長篠敗戦以来の臆病が募り、３５歳の血気な身を甲斐国に置き、高天神の

危機を救おうとせず、これを見殺しにしたため、翌天正９年（1581)３月、高天神城は遂
つい

に

孤立のうちに敢
あ

え無
な

く陥
おち

ちた。 

 天正２年(1574)、小笠原与八郎(氏助、長忠、後に信興と改名)が勝頼に降
くだ

ってから８年目

に、家康は遂
つい

にこの城を奪還
だっかん

することに成功した。武田方に屈するのを 潔
いさぎよ

しとせず、節を

守って囚
とら

われ石
せき

牢
ろう

に幽閉
ゆうへい

された先の城の監将
かんしょう

（軍監
ぐんかん

）・大河内
お お こ う ち

正局
まさふさ

（政房）は、再び天日を

仰ぐことができたが、その石
せっ

窟
くつ

と伝えられる場所が高天神城址
し

の一隅
いちぐう

に遺
のこ

っている。（土砂

崩落防止のため遺構は現在保護されている） 高天神山は、小笠郡
お が さ ぐ ん

土方
ひじかた

村
むら

（掛川市土方嶺向）

にある標高 220 メートルの山、鶴
かく

翁
おう

山
ざん

とも呼ばれる。高天神城はその天
てん

嶮
けん

に構えた山城
やまじろ

だ

が、築城の歴史を詳
つまび

らかにしない。 

 高天神城を失って後、大勢の巳
すで

に如何
い か ん

とも為
な

し難
がた

いことを知った勝頼は、その年の 1２月、

信玄以来の古府中の居館を自ら焼き、天目山
てんもくざん

を目指して落ち延びたが、麾下
き か

の逃亡する者次

第に多く、織田・徳川勢の追撃は急であり、山僧もまた勝頼に反したために、翌天正１０年

(1582)３月、四十余人の一族と共に山麓の田野（旧大和村、山梨県甲州市）に自刃して遂に



その短い生涯（３７歳）を閉じた。 

 横須賀城には東西二門の大手口があったので、両頭
りょうとう

城
じょう

③の別称があった。この二門は、馬

伏塚の城門と高天神城の城門とを移したものと伝えられる。 

    註記③・・高天神城同様、二つの高い山の頂に主要な曲輪がある城という意味にも

捉えることができる。小笠山支脈の末端に位置する三社山や松尾山、又は石津八幡山の

二ヶ所に軍事的な本陣の拠点を持つ城（砦）とも位置的に解釈できる。また、東西に長

く伸びた城の構えという意味にもとれる。（私説） 

横須賀城の前身ともいうべき馬伏
ま む し

塚
づか

の城主であった小笠原
お が さ わ ら

長高
ながたか

（遠州小笠原家・初代）は、

今川氏
うじ

親
ちか

に仕えて三輪・岡崎・清ヶ谷・横砂（横須賀)の四村と浅羽庄を領し、後の永
えい

禄
ろく

１

１年(1568)、氏
うじ

清
きよ

（遠州小笠原家・３代目）に至って徳川家に属したが、天正２年(1574)、

長忠（遠州小笠原家・４代目）が武田勝頼の軍門に降
くだ

るに及んで、城は大須賀康高の籠
こも

ると

ころとなったが、高天神落城と共に廃城となった。その旧跡は、今の袋井市浅名の地一帯で、

開墾や道路の開通などによって地形は変貌したが、明治の初頭まではその土塁跡が歴然とし

ていたということである。この馬伏塚の砦が、横須賀へ移された時を以
もっ

て城飼
き こ う

郡
ごおり

の名を

城東郡
きとうごおり

と改めたと伝えられるが、既にそれ以前、永
えい

禄
ろく

年間の今川氏
うじ

真
ざね

の古状に「城東」の文

字があるというから、この二つの名称は当時一定ではなかったであろうと推測できる。江戸

時代の記銘にも「城飼」の文字が見える。 

 家康の横須賀築城の本来の目的が、高天神城に対抗するためであったことには相違ないが、

然
しか

し高天神城は、横須賀城完成後半
はん

歳
とし

を出ずして呆気
あ っ け

なく陥
お

ちている。そこで、家康の横須

賀城に別の意図があったのではないかと考えられることは、この地が遠州灘に臨んだ良港④

であったという立地条件がこれを物語る。 

註記④・・食糧や物資の供給地、流通経済の拠点地、交通の要衝地、地下水が豊富な

土地で庶民が生活しやすい気候の土地であることなどが考えられる。 

 横須賀湊
みなと

は宝
ほう

永
えい

４年(1707)１０月の大地震によって塞
ふさ

がり⑤今では一
いち

眸
ぼう

の墾
こん

田
でん

となって

いるが、正保
しょうほう

年間(１６４５年頃)の『横須賀惣
よ こ す か そ う

絵図
え ず

』で見ると、城前から浦川一帯にかけて

入り海になっており、名にし負う遠江灘（遠州灘）七十五里の荒磯の中央に位置しているの

で、荒天
こうてん

時
じ

には船舶の避難所であったことから「姥
うば

が 懐
ふところ

」の名を生じたと伝えられる。「駿



遠三国地図」に、 

横須賀湊
みなと

口
ぐち

広
ひろさ

一丁遠浅也
とおあさなり

。  船
ふな

道
みち

二十間西風強時
にしかぜつよきとき

不出船
ふねいでず

。 

とありました。また、 

湊より伊勢桑名へ四十八里、駿河清水へ二十四里、伊豆下田へ三十里・・・。 

などとあって、往時の海運の殷盛
いんせい

の様が窺
うかが

われる。 

註記⑤・・原野谷川や太田川の治水工事、大雨や洪水対策の堤防工事が整備されたた

め、上流からの横須賀の入り江へ流れ入る水量が大幅に減り、また太田川や天竜川等

からの大量の土砂が沿岸への流出と滞留の影響で湊口が閉塞したと考えられる。 

 城北にある知
ち

恩
おん

院末撰
いんまつせん

要寺
よ う じ

を景
けい

江山
こうざん

と号し、その丘
おか

麓
ふもと

は昔の姥ヶ
う ば が

懐
ふところ

であって、ここに

碇泊
ていはく

する船舶に浄水を供給した船
ふな

井戸
い ど

⑥を昭和時代まで遺
のこ

し、柏木
かしわぎ

の地名の元は河
か

岸
し

揚
あ

げに

由来するとも言い伝え、いずれも往時このあたりの入り海であったことの名残である。 

    註記⑥・・撰要寺の北、貴船山北麓の清ヶ谷
せ い が や

にあったという湧
わ

き水、澄んだ水の 

池があったというが、平成時代の道路工事により現在は位置も判らない。 

 横須賀初代の城主として大須賀康高が封ぜられたが、康高は天正１６年（1588）６月２３

日、６２歳で没し… 「藩翰
はんかん

譜
ふ

」はこれを１７年とする… 嗣子
し し

が無かったので、女婿
むすめむこ

の

榊原
さかきばら

康
やす

政
まさ

の長男・国
くに

千代
ち よ

(後の忠
ただ

政
まさ

)が大須賀家を相続し、第２代城主を継いだ。 

 この頃城に天守櫓が建ち、城下に町屋普請をする者には竹木（建築材料）を与え、奥行き

十六間、間口望み次第の地所を取らせ、年貢諸役の末代免許が仰せ出されたと伝えられてい

る。天正１９年(1591)８月、忠政は上総
か ず さ

久留
く る

里
り

（千葉県君津
き み つ

市）へ移封
い ほ う

し、その後
あと

を承
う

けて

同じ年９月、第３代城主として渡瀬
わ た せ

左
さ

衛門
え も ん

佐
のすけ

繁
しげ

詮
あき

が入部したが、在城中に暴政が多く、領

民は大坂（大阪城）に訴えた廉
かど

を以
もっ

て数十人を斬首
ざんしゅ

したということが伝わっている。 

文
ぶん

禄
ろく

４年(1595)７月、関白
かんぱく

秀
ひで

次
つぐ

事件
じ け ん

で与党判物
よ と う はん もつ

に署名
しょめい

の罪があって改易
かいえき

され、佐竹
さ た け

右京大夫義宣
うきょうだゆうよしのぶ

（常陸
ひたちの

国
くに

５４万石領主）の京都屋敷にお預け後、関東流罪になったと伝え、古

文書などにより、上野
こうずけの

国
くに

（又は信濃
し な の

国
のくに

）碓氷
う す い

峠
とうげ

、下野
しもつけ

国
のくに

宇都宮
う つ の み や

（栃木県宇都宮市）、常陸

国（茨城県）にて自刃あるいは断罪になったことになっている。⑦ 何
いず

れにしても在城
ざいじょう

僅
わず

か５



年の任期であった。 

註記⑦・・墓地墓石、さらに位牌の存在が確認されていないが、「佐竹家譜」内 の註

記・古老の話よりの記載事項として、佐竹氏の移封地・奥州秋田城下の聲躰寺に葬ら

れたと記されているが、私的には生存説が否めない。 

渡瀬左衛門佐が、尾張清洲城主の関白・豊臣(三好)秀次に加担した咎
とが

めであると伝えられ

ている。太閤秀吉に嗣
し

子
し

である秀頼
ひでより

（幼名・拾
ひろい

丸）が生まれ、甥
おい

の秀次の存在が邪魔になっ

たので、高野山へ追放にしたが、思いがけず自刃したため、事件が大きくなり、隠蔽
いんぺい

のため

近習の者を処分し、妻子ら３０名を京都三条の河原で公開処刑したともいわれている。 

 渡瀬左衛門佐については別に挿話がある。それは城北の撰要寺山内にあって古来、耶蘇
や そ

燈
とう

籠
ろう

の名で呼ばれている一基の織部式
お り べ し き

燈
とう

籠
ろう

にまつわる伝承で、この燈籠は吉
き

利支
り し

丹
たん

(切支丹)弾

圧の厳しかった時代に作られた耶蘇
や そ

の秘
ひ

像
ぞう

、所謂
いわゆる

潜伏
せんぷく

吉
き

利支
り し

丹
たん

の遺物であることが後に判明

したが、寺伝によるとこれは渡瀬左衛門佐がこの城を去るに臨んで、豊太閤（豊臣秀吉）か

ら拝領の千利休遺品の茶の湯道具と一緒に密かに寺へ贈ったものだというのである。渡瀬左

衛門佐は、吉利支丹大名といわれる摂津
せ っ つ

国
のくに

高槻
たかつき

（大阪府高槻市）の城主・高山
たかやま

右近
う こ ん

との交流

があったということである。(撰要寺の前住職泉敬常師の話として、燈籠は江戸時代まで竿

部が地中に埋められ墓地に隠されていたと伝えられている。) 

 文禄４年(1595)７月、渡瀬左衛門佐追放の後へ、第４代城主として渡瀬の義弟（妻の弟）

で家老職の有馬玄蕃頭
ありまげんばのかみ

氏
うじ

長
なが

(移封後に豊
とよ

氏
うじ

と改名)が、渡瀬家臣団をそっくり汲み入れ継承し

た。慶長６年(1601)、関ヶ原の合戦では東軍・徳川方に従軍し、勝利を受けて後に故郷に近

い丹波
た ん ば

福知山
ふ く ち や ま

（京都府福知山市）へ転封となったが、在城６年の間に領内の検地を巌
いわお

にし、

5000 余石を打ち出し、ために田地狭まって百姓が困惑したという悪政の一端が伝えられ、

この事以来、「玄蕃
げんばん

縄
なわ

」や「玄蕃
げんばん

桶
おけ

」の俗諺
ぞくげん

が巷間
こうかん

に伝わるようになった。慶長
けいちょう

５年(1600)

６月、氏長は家康の養女連
れん

姫
ひめ

(１７歳、その後「遠州殿」と呼ばれた)と結婚する。連姫の父

は松平(長沢)源七郎康直で、この時すでに嗣子無く死去していた。生母は家康の妹・矢田姫

であった。これは五大老五奉行が定めた「御掟」第一条で禁止されていた私婚の禁止が、家

康により公然と違反された。その後９月１５日に関ヶ原の役があり勝利し、ここに徳川氏覇

権は決定的なものとなった。 



 慶長６年(1601)９月、第５代城主として松平
まつだいら

(大須賀
お お す か

)忠政が上総
か ず さ

久留里
く る り

より帰封
き ほ う

し、領

民はこれを喜んで金谷や島田あたりまで出迎えたといわれるが、慶長１２年(１６０７)春、

忠政は病を得て上洛し、療養中の９月京・伏見で没したので、その嫡子・国千代丸（３歳。

生母は家康の異父弟・松平〈久松〉因幡守康元の三女。)が第６代城主を継ぎ、後に実名を

忠次
ただつぐ

と名乗った。この頃の横須賀城下町屋は、本町
ほんまち

以西の町並みが完成したとされる。元和
げ ん な

元年(1615)１２月忠次は家康の命により、父の実家・榊原家継承のため一部の家臣を伴って

上野
こうずけ

舘林
たてばやし

（群馬県館林市）へ所替えとなった。康高・忠政・忠次の三代を通じて前後３１年

この地を領し、城東郡
きとうごおり

下の大小寺社領は、この三代の寄附によるといわれる。この年、駿遠
すんえん

５５万石の松平
まつだいら

(徳川)常陸
ひ た ち

介
のすけ

頼将
よりまさ

（家康の八男。後に頼信
よりのぶ

、頼宣
よりのぶ

と改名）の所領となり、

旧大須賀家臣団が汲み入れられ、第７代城主（駿府城主が兼任。城代としで傅役
もりやく

兼附
つけ

家老
が ろ う

の

遠江掛川城主・安藤
あんどう

直
なお

次
つぐ

が出仕。）とするが、元和５年(1619)７月、頼宣が紀伊
き い

国
のくに

和歌山城

主になるに及び、横須賀の家臣 悉
ことごと

く召し連れたと伝える。これが紀州家で、尾張家、水戸

家と並び徳川御三家といわれて重きをなした親藩の一つである。元和５年(1619)１０月、

松平
まつだいら

(能見
の み

)大隅
おおすみ

守
のかみ

重勝
しげかつ

は上総
か ず さ

関宿
せきやど

（千葉県野田市）より入封
にゅうほう

し、第８代城主となり駿府
す ん ぷ

城代
じょうだい

を勤めるが、翌年１２月没す。嫡子丹後
た ん ご

守
のかみ

重忠
しげただ

が、家督と駿府城代を相続し第９代城主と

なったが、元和７年（1621）１１月、親族の鳥居忠政らと共に最上
も が み

氏改易後の遺領（山形）

へ東北の抑えとして出羽上ノ山
で わ か み の や ま

（山形県上山
かみのやま

市）へ転封
てんぽう

する。翌１２月に第１０代城主と

して井上
いのうえ

主計頭正就
かずえのかみまさなり

が横須賀城を領することとなったが、江戸老中職(将軍秀忠附老職)ゆえ

江戸在勤のため、遠江横須賀へ入部せず、寛永
かんえい

５年(1628)８月、江戸城西の丸で没し、長男

の河内
か わ ち

守
のかみ

正利
まさとし

が家督を継ぎ、寛永１１年(1634)６月、第１１代城主として初入部するが、

家中(家臣団)が多く、江戸より大勢引っ越してきたので、大渕
おおぶち

村
むら

（現在の西大渕地区）の百

姓屋敷並びに安楽寺
あ ん ら く じ

、梵音寺
ぼ ん の ん じ

、円
えん

福
ぷく

庵
あん

の寺院を引越しさせて、一番町・二番町・三番町の 侍
さむらい



屋敷
や し き

(武家屋敷)を作り、正保
しょうほう

元年(1644)には足軽
あしがる

中間
ちゅうげん

・町方
まちかた

人足
にんそく

を使って城の総堀
そうぼり

を掘り、

石垣や建物を築くと伝えられ、西大谷川河原を上
かみ

より下
しも

へ深く掘り割った。町屋は、寛永
かんえい

１

１年(1634)に新屋
あ ら や

町
まち

以東の十六軒町
じゅうろくけんまち

、河原町
か わ ら ま ち

まで完成した。井上氏は父子２３年の間この城

を領し、正保２年(1645)７月、常陸笠間
ひ た ち か さ ま

（茨城県笠間市）へ移封
い ほ う

となった。実は同年２月、

正利の義兄(姉の夫)で、三河
み か わ

岡崎
おかざき

（愛知県岡崎市）の本
ほん

多伊勢
だ い せ

守
のかみ

忠
ただ

利
とし

が遠江横須賀への移

封が告げられたが病気で延期されていたが病没し、嗣子
し し

の石見
い わ み

（１１歳。後に越前
えちぜん

守
のかみ

利
とし

長
なが

）

が三河岡崎城主となったが、年少のためこの６月に横須賀へ移封と決まったが、江戸屋敷に

在り、当初は家臣団のみ横須賀へ引っ越してきた。承応２年(1653)６月、利長１８歳で初め

て入部したと伝える。本多利長在城３８年の間に、枕
まくら

町
ちょう

・小姓町
こしょうまち

・小谷田
お や だ

等へ侍町を作り、

大工
だ い く

町
まち

と中
なか

町
ちょう

北
きた

に馬場を作り、石津西
い し づ に し

に足軽
あしがる

町
まち

を立てた。(小姓町
こしょうまち

は大須賀中学校南方、中

町北は中本
なかほん

町
まち

北
きた

の愛宕下
あ た ご し た

を指し、ここを馬場
ば ば

町
ちょう

と呼んでいた。) 

 城内では二の丸普請（御殿）の完成したことを「郷里雑記」が掲げており、更に、 

…本多越前守利長様御世
お ん よ

盛
さか

りには、北の丸、西の丸とて結構に御普請
ご ふ し ん

被成
な ら れ

、京都より上郎

衆御両人上下七、八十人の御付きの衆有
あり

て、賑々敷
にぎにぎしく

御身代能
よ

き御城主なり… 

と誌
しる

し、「藩翰
はんかん

譜
ふ

」には、 

…利長身の行ひ
おこない

ただし
（ 正 ）

からず、領地の治めもあし
（ 悪 ）

かりしば、つひに
（ 遂 に ）

公
（公儀）

にきこえ
（ 聞 え ）

、天和
て ん な

二

年(1682)二月二十二日 領地ことごとく没収せらる。… 

とあって、出羽
で わ

国
のくに

村山郡
むらやまごうり

（山形県村山市）へ新封
しんぽう

１万石（父祖三代の功績により）にて左遷
さ せ ん

（除封
じょほう

及び新封給与）され、元禄
げんろく

５年(1692)１１月、５８歳を以て儚
はかな

く没したことを述べ

ている。 

 他方本多利長は、在任中に西大谷川の改修や十内圦
じゅうないいり

(埋
うめ

樋
とひ

)の貫通、さらに浅羽庄
あさばのしょう

の大囲
おおがこい

築堤
ちくてい

、次いで稗
ひえ

原
ばら

築堤（柳原堤
やなぎはらつつみ

）の完成など、領地開発に貢献した事蹟
じ せ き

の見るべきもの多



く、後世永くこの業績を讃えられている。 

 本多利長の後
あと

を承
うけ

けて、天和
て ん な

２年(1682)４月、西尾
に し お

隠岐
お き の

守
かみ

忠成
ただなり

は信濃
し な の

小諸
こ も ろ

(長野県小諸市)

より領地２万５千石にて入部。第１３代城主となり、子孫１８５年の永きに亙
わた

ってこの地を

領したが、その間天和３年(1683)湊
みなと

口
くち

成就
じょうじゅ

祈願
き が ん

のため、今沢
いまざわ

新田
しんでん

の八大龍王弁財天社（水門

神社）の復興、享保９年(1724)、三社権現（三熊野神社）境内玉垣の完成など篤信の功も多

く、また意を民衆に用い、荒蕪
こ う ぶ

を開拓し、製塩・製糖等殖産の事蹟の見るべきものまた少な

くない。西尾氏はここに八世継ぎ、第２０代城主・忠篤
ただあつ

に至って安房
あ わ の

国
くに

花房
はなぶさ

（千葉県鴨川市）

へ転封の半途において、王政維新や版籍奉還を迎えて廃城となった。 

 西尾家の領地三万五千石の内訳は、次の通りである。 

小笠郡  一万一千七百石 笠原・三浜・三俣・大坂・中・中方・岩滑・横地・ 

平田・池新田・千浜・曽我・和田岡・原谷・西山口・東山口・原泉・上内田 

磐田郡  八千六百六十五石 幸浦・東浅羽・上浅羽・久努・笠西・中泉・於保・福島・

長野 

周智郡  一千七百十七石 山梨・森 

志太郡  二千九百八十四石 青島・六合・葉梨・岡部・朝比奈・因幡・高洲 

このように横須賀城は、王政復古（更に大政奉還）と共に二百九十年の命数を絶ったが、

明治３庚
かのえ

午
うま

年(1870)に書かれた『横須賀巡廻記
じゅんかいき

』の中に、 

…御堀にそよぐ青稲や板橋越ゆる御城内、天子
て ん し

矢倉
や ぐ ら

の姿もやつれ、木戸も番所も関もなく

自由次第に近道を… 

とあるのを見ると、この頃、既
すで

に濠
ほり

の一部は稲田となり、番所などは取り除かれ、城内も解

放されて通り抜けも自由になった様子で、天守閣
てんしゅかく

(四層四重の天守櫓、地元民は「おてんし」

と呼ぶ。)が荒廃しながらもまだ残っている様子がうかがわれる。以来、春風秋雨八十余年

（昭和３３年時点）、城濠は埋まり、大手の古松はいま一本も残さず、隅
すみ

櫓
やぐら

(太鼓
た い こ

櫓
やぐら

、太鼓堂
た い こ ど う

)

と不開門
あかずのもん

跡の土壇
ど だ ん

落莫
らくばく

としてやがて失
う

せなんとし、本丸・三の丸跡は耕転
こうてん

（茶畑等へ転作）

の侵
おか

すに任せてかつての殿舎
でんしゃ

（御殿）の在処
あ り か

は探るすべもない。街道は用捨
ようしゃ

なく旧城内を東

西に貫き、路傍
ろ ぼ う

に遺
のこ

る三日月
み か づ き

池
いけ

に淀む水も侘
わび

しく、このあたり昔
むかし

土居の内であったことか



ら人呼んで中土
な か ど

居
い

（お土居
ど い

）という。城内最高地の天守台跡も、蓬生
よもぎう

の丘となって栄枯盛衰

の哀れをとどめていたが、この場所には昭和３１年(1956)春、筆者(原文筆者の加藤貞雄氏)

が設計に携わった忠霊殿（県立横須賀高校北の山頂に移築されて現存）の建築が完成したり、

旧天守台への参拝通路が新設されたりしたので、明治初期の往時より多少形態を改められた、

と記されている。 

 旧城内東端(会所
かいしょ

跡は現在の妙
みょう

徳寺
と く じ

辺)に、明治末葉
まつよう

まで一
いと

叢
むら

の松の木立
こ だ ち

があり、ここは藩

学問所跡といわれたが今は跡形
あとかた

もなく、御作事
お さ く じ

（御作事
お さ く じ

長屋
な が や

は旧浦野屋酒店付近）、下台所
しもだいどころ

あたり(佐藤病院の道を隔てた一帯南側)にもその面影はなく、うたかたの世の移り代わりが

忍ばれるのみである。(昭和３３年・1958年現在の状景) 

 その４０年後の平成１０年(１９９８)頃までに主郭部が大きく整備されました。 

原文執筆者の加藤貞雄氏は、晩年広島県三原市へ移住され、昭和３４年（1959）７月に亡

くなられ、遺稿となりました。 

 

 

 

 

「遠州横須賀城の編年」は、昭和３３年（1958）１０月に遠州地方の郷土史研究資料を集

めた『土乃以路』(土のいろ社刊)に掲載された加藤貞雄氏の原稿です。その資料を基に令和

４年（2022）現在、補足情報を一部盛り込み、ふりがなや（ ）を使い加筆及び修正をしま

した。原筆者の加藤氏は、横須賀城主・西尾隠岐守の家臣の末裔で、自身は国家公務員退官

後ここ遠州横須賀を中心に古瓦・古建築や民俗研究等史料作成に活躍された方です。横須賀

城の面影がまだ残る時代を御存知な方と思われ、よく調べられ、簡潔によくまとめられてい

ましたので、これを原文とし原稿を作成。投稿いたします。 

 

 

 

 

 

 


